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◇ おきくのじどうかん今年度も実施中
　 です！
　昨年6月から智里西公民館で第2・4の火・金曜
日に実施している「おきくのじどうかん」ですが、今
年度も継続して実施させていただいています。
　ちゃんと継続できるかと不安でしたが、地域のお
母さんが来てくださり、その気持ちがすごくうれし
く、応援していただいていることが伝わってきまし
た。これからも地域の子育てが温かく広がって
いったらいいなと思います。

◇ 小学校楽しいです！
　今年度から第一小学校の支援員を務めさせていただ
くことになりました。今までの活動の流れと変わって、
久しぶりに継続した子どもの成長に関わることができ、
保育士時代を思い出しながら連絡帳を書いています。
　毎日の子どもの姿から、「今感じていることは何だろ
う？」「どうやったら広がるかな？」など考える日々は、
自分の深い部分の力を導き出しながら、簡単なことで
はないけれど、めきめきとした喜びを感じています。
　また単純に子どもと過ごす時間は、一瞬一瞬が輝い

て見え、本当の大切さが見えてきます。雲の観察から、雲の美しさを感じたり、子どもの言葉一つとっても、そ
の言葉伝えてくれて、教えてくれてありがとうと感じます。
　毎日決まった時間に行き続けるというのは、大人でも大変ですが、やはり学校はだいじなことがたくさん詰
まっているなと思います。

◇ 任期もあと半年に迫りました
　私が地域おこし協力隊として活動できる期間も残りわずかとなってきました。「これやりたい！」、「まだ足りな
い！」という部分はありますが、地域とつながりがなくなるわけではないので任期後も引き続きできる方法を見つ
けたり、「地域おこし協力隊」としての立場で残せることをしっかりとやりたいと思います。
　多くの出会いやきっかけをくださったこの仕事に感謝します。


